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∞はじめに 「いま、日本の地方自治は」 
• 「分権改革」 
 分権一括法、改革派首長 
•  「地方リストラ時代」 
 小泉・竹中＝新自由主義 
 平成の合併、三位一体の改革 
 
• 民主党政権＝地域主権？ 
 出先廃止△ 一括交付金△ 
• 安倍政権 
 地方消滅・地方創生？ 
 沖縄に対する差別と圧政 
 

 →自主性と自立を否定する流れ 
 

 



＜１＞スコットランドとは 

• グレートブリテン島の北部 

•冷涼は気候 

• 「お雇い外国人」  

• ７０年代までは炭鉱、重工業 

•現在は石油、ウィスキー、１次産業 

 

 

 

 



＜２ー①＞独立運動の源流 政党の誕生 

• １７０７年 イングランドに併合、議会は解散 

 

（２０世紀前半 アイルランド独立、ＷＷⅠ） 

• １９２０年代 自立を求めるグループが相次ぎ誕生 

 Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｐａｒｔｙ ｏｆ Ｓｃｏｔｌａｎｄ（独立派）、Ｓｃｏｔｔｉｓｈ Ｐａｒｔｙ（分権派） 

 

• １９３４年 ＳＮＰ（Ｓｃｏｔｔｉｓｈ Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｐａｒｔｙ）設立 

• １９６７年 ＳＮＰが初の国会議席（下院補選） 

• １９７４年 下院選で１１議席獲得、第３党に 

 



＜２ー②＞源流 反核・反基地闘争 

英国の核兵器を搭載する唯一の原子
力潜水艦母港クライド海軍基地 

６０年代以降、原潜配備に反対闘争 



＜２ー③＞源流 ７０年代の議会開設運動 
•労働党ウィルソン政権 ７３年議会開設を容認 

•北海油田の開発→ “It‘s Scotland’s oil” byＳＮＰ 

     

 

７９年３月 議会開設を問う住民投票 
 

 

 

絶対得票率４０％に届かず否決→運動低迷へ 
 

 

 

 

  賛成   反対 

 ５１.６％  ４８.４％ 



＜２ー④＞源流 ８０、９０年代の議会開設運動 

８０年代「サッチャー改革」＝新自由主義 

 炭鉱閉山、造船廃業、人頭税の前倒し 

 

国政は保守党政権、スコットランドは野党の牙城 

「民主主義の赤字」解消を 

再び自立・分権要求の高まり 
 

８９年 「スコットランド憲政会議」が発足 

     政党、労組、教会、市民団体 

     議会開設を再び要求 

 



＜３ー①＞議会開設から独立運動へ 

９７年５月 労働党に政権交代 

       マニフェストに「分権改革」 

   ９月 議会開設を問う住民投票 
 

 

 

 

 
 

９９年 スコットランド議会が誕生 
    外交、安保、財政・金融を除く広範な立法権 

 

 

  賛成   反対 

 ７４.３％  ２５.７％ 



＜３ー②＞独立運動へ ＳＮＰ政権の誕生 

◆１９９９～２００７年 労働党と自民党の連立 

•禁煙法、キツネ狩り禁止→全英に波及 

 

◆２００７年 ＳＮＰが第１党（少数与党） 
・サーモンド党首の指導力 

・「ＥＵの中の独立」路線 

・多民族、居住者主義 

・中道左派 



＜３ー③＞独立運動へ ＳＮＰ政権 

１９９９ ２００３ ２００７ ２０１１ ２０１６ 

ＳＮＰ ３５ ２７ ４７ ６９ ６３ 

労働党 ５６ ５０ ４６ ３７ ２４ 

保守党 １８ １８ １７ １５ ３１ 

自民党 １７ １７ １６ ５ ５ 

その他 ３ １７ ３ ３ ６ 

合計 １２９ １２９ １２９ １２９ １２９ 

少数与党でも堅実な政権運営 

社民主義路線の定着  

労働党の低迷 

       

◆２０１０年 保守党が政権奪取 

 「民主主義の赤字」加速 

 緊縮財政、福祉削減の路線 

 

「独立問う住民投票を」 



＜３ー④＞独立運動へ 住民投票の実現 
２０１１年 スコットランド議会選でＳＮＰ勝利（＋２２）、初の単独政権 

       労働党（ー９）、自民党（ー１１）の敗北 

  １２年 ＳＮＰ政権、英政府と住民投票の実施で合意 

 

 

 

 

 

 

  当時の世論調査：独立「賛成」３割ｖｓ「反対」５割 
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＜４ー②＞独立どう考える 賛成派 
 

 
「遠いロンドンの政府が地方のこ
とを決める仕組みは民主主義と言
えません」。ウェストスコットランド
大 ケイティ・ブラウンさん２０歳 

「政府は大企業ばかり優遇して
地方の中小零細には見向きもし
ない」。機械製造会社経営のデ
ビッド・ラファーティさん６４歳 



ref.) 独立賛成派の多民族性 



＜４ー③＞独立どう考える 反対派 

「英国が割れて小さくなったら
弱い国になってしまう」。エ
ディンバラの自営業ソフィア・

ブルースさん４０歳 

「社会保障はどうなるのか。
経済がうまく行くわけがない」。
エディンバラの無職ジョニー・

ケインさん６５歳 



結果は･･･ 

投票率 ８４.６％ 



＜２０世紀型の独立＞ 

①ナショナリズム＝排他的な民族意識 

②圧政からの解放、ときに暴力的な戦い 

 

＜スコットランド型の独立＞ 

①居住者主義＝包括的な多民族意識 

②民主的な手続き、言葉による闘い 



＜５ー①＞独立運動は終わらない 

 

 

 

 

 

 

◆１６年６月 ＥＵ離脱を問う国民投票 

英国全体   「離脱」５２％ 「残留」４８％ 

スコットランド 「離脱」３８％ 「残留」６２％ 

 



＜５ー②＞独立運動は終わらない 

「スコットランドの有権
者にとっての選択肢は
今や、『ハードブレグ
ジット』か、独立かだ」
（２０１７年３月１３日、
ニコラ・スタージョン自
治政府首相） 



＜結＞地域の自立に必要なこと 

・したたかなリーダー、受け皿となる政党 

 

・粘り強い住民運動 

 

・言葉の力 

 「私たちは必ず物事を変えられます。奴隷制度廃止も女性
参政権も、誰も信じてなかったのに実現できたでしょう。今
は実現の可能性が見えなくても、変化の可能性を信じて粘
り強く続ければ、きっと実現できるのです。いつ変化の好機
が来ても生かせるよう、十分に準備してください」（イゾベル・
リンゼイ） 

 ――ご静聴ありがとうございました  shikoda@hokkaido-np.co.jp 


